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ミ
カ
エ
ル
さ
ん
と
若
崎
さ
ん
は
、専

門
知
識
が
な
い
状
態
か
ら
長
期
イ
ン

タ
ー
ン
を
通
じ
て
実
践
的
に
学
び
ま
し

た
。担
当
者
で
あ
る
植
松
電
機
の
稲
石

卓
也
さ
ん
は
、「
学
生
が
金
銭
的
・
時
間

的
リ
ス
ク
を
抑
え
て
学
べ
る
環
境
を
提

供
し
た
い
」と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
イ
ン
タ
ー
ン
を
通
じ

て
、学
生
た
ち
は
学
び
な
が
ら
地
域
と

関
わ
り
、貴
重
な
経
験
を
積
ん
で
い
ま

す
。若
い
世
代
が
新
た
な
挑
戦
を
重
ね

る
こ
と
で
、地
域
に
も
新
し
い
風
が
吹

き
込
み
、赤
平
市
の
さ
ら
な
る
発
展
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

特集 「Ｍ
マ イ

Ｙ Ｔ
タ ー ン

ＵＲＮ」で赤平へ

赤平で育む実践力

ド
イ
ツ
出
身
の
ミ
コ
ス
・
ミ
カ
エ
ル
さ
ん
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
先
と
し
て
株
式
会
社
ロ
ケ
ッ
ト
リ

ン
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
選
び
、赤
平
市
で
ロ
ケ
ッ

ト
打
ち
上
げ
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。イ

ン
タ
ー
ン
開
始
時
は
ロ
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
専
門

知
識
が
な
か
っ
た
も
の
の
、猛
勉
強
を
重
ね
、将

来
は
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上

げ
る
企
業
で
働
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

赤
平
市
に
来
る
前
は
、

き
ち
ん
と
生
活
で
き
る
か

不
安
を
感
じ
て
い
ま
し

た
。し
か
し
、実
際
に
暮
ら

し
て
み
る
と
交
通
の
利
便

性
が
良
く
、
家
賃
も
安
い

う
え
に
飲
食
店
が
近
く
に

あ
る
た
め
、
思
っ
た
よ
り

も
住
み
や
す
い
環
境
だ
と

ミ
カ
エ
ル
さ
ん
は
語
っ
て

い
ま
す
。

ドイツ出身

ミコス・ミカエル さん

株式会社ロケットリンクテクノロジー

「
Ｍ
Ｙ

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
」と
は
、株
式
会
社
植

松
電
機
が
実
施
す
る
長
期
実
践
型
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ア

で
す
。地
域
の
課
題
解
決
に
挑
む
企
業

と
と
も
に
事
業
づ
く
り
を
行
な
う
、６

カ
月
の
実
践
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
ま
す
。こ
の「
Ｍ
Ｙ

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
」に
よ

り
、赤
平
市
で
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し

て
い
る
ミ
コ
ス
・
ミ
カ
エ
ル
さ
ん
と
若

崎
勇
智
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
ま

し
た
！

インターンシップ（インターン）ってなに？
インターンとは、学生や求職者が企業で一定期間働き、

実務経験を積む制度です。企業文化を学び、専門知識や

スキルを身に付ける機会となります。

インターンシップ・マッチングフェアってなに？
インターンシップマッチングフェアは、企業と学生が

直接交流し、インターンシップの機会を探すためのイ

ベントです。

北
海
道
情
報
大
学
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や
Ｉ
Ｔ

関
連
を
学
ぶ
若
崎

勇
智

さ
ん
が
、イ
ン
タ
ー
ン
先

と
し
て
選
ん
だ
の
は
植
村

建
設
株
式
会
社
で
し
た
。

若
崎
さ
ん
は
、植
村
建

設
が
取
り
組
む
遠
隔
操
作

技
術
に
興
味
を
持
ち
、「
こ

の
イ
ン
タ
ー
ン
な
ら
、自
分
の
や
り
た
い
こ
と
に

最
も
近
づ
け
る
の
で
は
な
い
か
」と
考
え
、応
募

を
決
意
し
ま
し
た
。建
設
現
場
で
使
用
さ
れ
る
油

圧
シ
ョ
ベ
ル
な
ど
の
有
人
操
作
と
遠
隔
操
作
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
、Ｉ
Ｔ
の
視

点
か
ら
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
し
て
か
ら
、自
分
の

考
え
が
ビ
ジ
ネ
ス
寄
り
に
な
り
、何
か
を
す
る

際
に
顧
客
の
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、学
生
で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
経
験
で

す
」と
若
崎
さ
ん
は
語
り
ま
す
。

北海道情報大学３年生
植村建設株式会社

若
わかざき

崎 勇
ゆ う ち

智 さん
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区　　分 計

寄　附　件　数 　　50,706件

寄　附　金　額 1,635,633,259円

令和６年度

寄附状況

事　　業　　名
令和５年度末

残高
令和６年度
積立額

令和６年度活用状況 令和６年度末
残高事業内容 金　　額

命と健康を守るため地域
医療の充実を図る事業

484,963,668円 182,785,205円 医師確保費用など 80,745,000円 587,003,873円

子どもたちが元気で健や
かに育つための事業

606,119,712円 343,950,475円
小中学校の給食費無償
化など

102,004,000円 848,066,187円

市民自らのまちづくりに
資する事業

31,335,502円 21,469,796円
火まつり実行委員会の
補助金など

16,227,000円 36,578,298円

炭鉱遺産を保存・継承した
まちづくりに資する事業

72,945,526円 26,157,452円
炭鉱遺産の修繕やＰＲ
活動など

9,074,000円 90,028,978円

その他まちづくりに
資する事業

85,537,991円 20,819,196円 該当事業なし 0円 106,357,187円

使途を指定しない 379,351,730円 250,939,460円
民間賃貸住宅家賃助成、
ゆったり送迎バスなど

99,705,000円 530,586,190円

合　　　計 1,660,254,129円 846,121,584円 307,755,000円 2,198,620,713円

ふるさと納税の活用状況

あかびらガンバレ

応援寄附金（ふるさと納税）

　令和６年度も全国の方々から昨年を上回るご
寄附をいただきました。
　市内事業者の皆様にご協力をいただいており
ます返礼品につきましても、全国の方々にお届
けし大変ご好評をいただいています。
　いただいた寄附金につきましては「あかびら
ガンバレ応援基金」に積み立て、今後のまちづく
りに活用していきます。

問合せ　企画調整係緯32-1834

消費活性化特別支援事業【物価高騰支援】

　　　　　　 

市民１人につき１万円分

毅登録店全てで使用できる

「共通商品券5,000円分」
毅登録店のうち中・小規模店で使用できる

「地域商品券5,000円分」

※令和７年５月１日現在、市内に住民登録がある方

使用期限 11月30日11月30日掌掌までまで

「
登
録
店
全
て
」で

「
登
録
店
全
て
」で

使
用
可
能

使
用
可
能

「
中
・
小
規
模
店
舗
」で

「
中
・
小
規
模
店
舗
」で

使
用
可
能

使
用
可
能

自オールあかびら！たすけ愛商品券オールあかびら！たすけ愛商品券自自自自
郵送します！郵送します！

毅たすけ愛商品券はご自宅にゆうパックで郵送します。
毅受取の際には、印鑑が必要です。
毅料金は一切かかりません。
毅申請の必要はありません。
毅おつりは出ません。
毅利用が可能な店舗には、ポスターを掲示します。
　（郵送する際、利用可能店舗一覧も同封します）

問合せ 
商工労政観光課緯32-1841

６月１日掌から
順次発送

応援寄附金（ふるさと納税）




